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?主意欠陥多動性障害のある幼児の不適応行動
一保育所の保育士に対する意識調査を通して一
松山郁夫
斑aladjustedbehavior about the Infancy of Attention Deficit 
Hyperactivity Disorder 
Ikuo MA TSUY AMA 
要 ヒロ閑
本研究の目的は、注意欠陥多動性障害のある幼児の保脊経験がある保育士が、注意欠陥多動性障害
のある幼児の不適応行動に対してどのように認識しているのかを明らかにすることである。このた
め、保育所に勤務する保育士を対象とした独自の質問項目からなる質関紙調査において、有効回答が
得られた注意欠陥多動性障害のある幼児の保育経験があると認識している保育士160入の自答を分析
した。各質問項目を分析すると保育士はある程度不適応行動を理解していると認識していることが示
唆された。さらに、国子分析により「社会性JI生活JIコミュニケーションjの3因子の構造から成
り立っていることが明らかになり、これらは、保育士が注意欠陥多動性障害のある幼見の不適応行動
を把謹するための視点であること、及びこれらの読点を関連させて捉えていることが考察された。
Key words :注意欠格多動性障害、幼児、不適応行動、保育所、保育士
I.はじめに
注意欠描多動性障害 (attention-deficithyperactivity disorder， ADHD)は、精神年齢に比して不適当な
「集中困難JI衝動性JI多動性jという 3つの特鍛がある行動障害と捉えられている。なお、注意力障害と
多動性を併せ持つ場合(混合型)とどちらかが主症状の場合がある。また、全般的な知的能力に大きな遅
れがなくとも認知能力のアンバランスさを認めるものが多い。このため、学章期に学習樟害(learning
disability， LD)の状態像を示すことも少なくない。
ADHDとは、年齢あるいは発達に不釣り合いな注意力、及び/又は衝動性、多動性を特酸とする行動の
障害で、社会的な活動や学業の機能に支障をきたすものである。 7歳以前に現れてその状態が継続し、中
佐賀大学文化教育学部健康スポーツ科学講座
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枢神経系に何らかの要因による機能不全があると推定されている(文部科学省「特別支援教育の在り方に
関する調査研究協力者会議」今後の特別支援教育の在り方についてく中謂まとめ、 2002/10/21))。
ADHDの幼見期(以下、 ADHD児とする)においては、幼稚盟や保育所などの集留保育の場では落ち
きがないことが自立つ。注意が持続せず転導しやすいため集屈活動の内容に持続して殺り組むことが難し
く、はさみをうまく使えない等の不器沼さも問題視されるようになってくる。また、他者とコミュニケー
ションを持続してとることが困難なため、対人関係が深まらない。さらに、攻撃的行動は、 ADHD児が示
す対人行動における顕著な問題と克られている 1)。これらのことから、周囲からの叱賞、否定的な評価が積
み重なっていくと、子どもは自己不全惑を持つようになり、情緒不安定や問題行動という不適正、症状を示
すようにもなる2)。
幼児期の集間生活で不適応、行動がみられるADHD等の発達障害児には、集団生活に不可欠な地者とのコ
ミュニケーションを適切にとることの困難さが自立つ。コミュニケーションがうまく現れないことが不適
応行動と関連することも多く見受けられる。このため、不適応、行動の原因を捉えることが難しいことが多
い。したがって、保育士はADHD等の発達障害児が示す不適応行動を十分理解しているとは認識していな
し、31
o 
保育所では、日々長時間に渡って保育を行っているため、保育士が銀育をしている子どもに対する捉え
方が、子どもの成長、発達、人格形成に大きく影響すると考えられる。このため、 ADHD児の不適応行動
に対する具体的な対応方法を検討するだけではなく、不適応行動に対する保育士の認識を明らかにしてお
く必要があると考えられる。
以上のことから、本研究の目的は、 AD日D見の保育経験がある保育士における、 ADHD児の不適応、行動
に対する認識を明らかにすることである。
五.方法
1.調査期間と調査方法
平成19年2月l日から同年2月28日までの 1か月間を調査期間とした。無作為に選んだ保育所60か所
に、無記名で独自の質問紙調査票を郵送により配布し、後日各々の保育所から郵送により自収した。合計
41か所の保育所から自答が得られた。
2.調査項目と分析対象
調査対象は、保脊所に勤務する保育士とした。
合計323人の囲答のうち、全項自に問答したアンケートを有効とした。有効回答率は70.6%(228人)で
あった。このなかで、 ADHD児の銘育経験があると認識している保育所の保育士160人を分析対象とした。
したがって、有効自答をした保育士のうち70.2%がADHD児の保育経験があると認識していることにな
る。
調査項目については保育士のプロフイールに関する、性gU、保育経験年数、年齢、発達障害児の保育経
験の有無である。 以下は分析対象者のプロフィールである。
性別については、男性5人 (3.1%)、女性155人 (96.9%)であった。
保育経験年数については l年から29年まであり、平均10.0年(標準矯差6.9年)で、あった。
年齢については20年から54歳まであり、平均31.4歳(標準偏差8.2歳)であった。
ADHD児の保育経験年数については l年から20年まであり、平均2.6年(標準偏差2.7年)であった。
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3.調査内容と分析方法
予備課査として、保育所の保育士でADHD児に対する保育経験があると認識している者10入に、 ADHD
児の状態について気になることを開いた。その結果から、保育士におけるADHD児の不適応行動の理解度
について問う項白からなる質問紙票を作成した。
方法は質問紙法による。質問壇自はAD五D冗の不適正、行動の理解の度合いについて開う31項呂とした。
質陪紙には、 ADHD児について「知的発達に遅れがないのに、落ち着きのない子どもや不器用さが自立つ
子ども(注意欠陥多動性障害との診断を受けている場合もあると思いますけとの説明文を明記した。
質問項目に対する理解の度合いを、「非常に理解しているJ(1点)、「かなり理解しているJ(2点)、「理
解しているJ(3点)、「やや理解しているJ(4点)、「理解していなしづ (5点)の5件法で質問した。その
際、各質問項目について 1~5 の数字を等間関に記置して、当てはまる数字にOを付けるようにした。
J2J、上の質問項目について、保育土におけるADHD児の不適応行動の理解度に障する特鍛を捉えるため
に、各質問項自の平均値と標準偏差を算出するとともに、 Promax閤転を伴う主因子法による因子分析を
行った。さらに、因子分析によって得られた各国子の下位尺度に相当する項目の平均値を算出し、下位尺
度需の桔関係数を算出した。
車.結果
保育士におけるADHD児の不適応、行動の理解度についての31項目の平均鑑と標準偏差は表Iのとおり
であり、平均値(標準錦差)は「盛っていても落ち着きがないことJ2.08 (0.98)から「食事において食
欲がないことJ3.49 (1.02) までの問であった。
これら31項目についてKaiser-Meyer-Olkinの標本妥当性の測度は0.901であった。また、 Bartlettの球面
性検定では有意性が認められた (p<.01)。このため、 31項目については国子分析を行うのに適している
と判断した。このため、 31項自に対して主因法による国子分析を行った。固有値の変化は13.31、3.23、
2.12、1.67、l.15、ーというものであり、 3国子構造が妥当であると考えられた。そこで再度3因子を恨
して主由子法.Promax回転による悶子分析を打った。その結果、十分な因子負荷量を示さなかった l
日を徐外し、再度主泊予法.Promax閤転による因子分析を行った。 Promax閤転後の最終的な因子パター
ンは表2の通りであった。なお、回転前の3因子で30項告の全分散を説明する説合は60.89%であった。
さらに、因子分析により検出された3困子についての内的一貫性を、 Cronbachのα係数を用いて検討し
たところ、 30項目すべてに関しではα=0.95であり、かなり高い信頼性を示していると考えられる。また、
第I因子に関してはα=0.93、第2因子に梼しではα=0.92、第3国子に関してはα=0.92であった。こ
のことにより全体としても各国子別にみても、かなり高い内的一貫性があると確認された。
30項目の因子分析から得られた因子数は3つで、項目22、31、19、21、30、27、18、26、20、23は第1
国子、項目 l、6、8、4、2、12、28、29、5、7、3、24、25は第2悶子、項目10、9、17、13、1、
14、13は第3国子で大きな負荷を示していた。 30項目についてはすべて0.40以上の因子負荷量を示してい
たため、これら30項目の内容に蕃呂して因子を解釈することにした。
第1陸子は、「物を乱暴に扱うなどの物を壊す行為をすることJI食事のときに落ち若いて食べる態度が
なかなか身につかないことJIかんしゃくやイライラするなどの情緒的に不安定な行動をすることJI他児
をたたいたりかんだりする飽害行為をすることJI相手の気持ちを察することが難しいことjなどであった
ため、社会的行動上の問題に関する内容と解釈し、「社会性jと名づけた。
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表1 保育土におけるADHD児の不撞応行動の理解度に寵する平均値と藤準儒義
質鴇項目 平均値標準偏差
1.食事において食欲がないこと
2.食事において偏食が激しいこと
3.排挫の自立が身に付かないために失敗が多いこと
4. トイレで排祉をすることを嫌がるためにトイレで排挫ができないこと
5.販の着脱が身につかないこと
6.蒼替えの時間ではないのに服を脱いでしまうこと
7.夜入販が遅いこと
8.昼間甑たそうにしていることが多いこと
9.一人遊び、が多いこと
10 他見とかかわることが少ないこと
1.集団活動の中に入ることができないこと
12.登歯することに抵抗が強いために闘になかなか入れないこと
13.みたて遊びゃご、っこ遊びのようなイメージ遊びが少ないこと
14.特定の音や物を櫨端に嫌がるような過敏性があること
15.ズボンに手を入れてごそごそするような性ついての問題があること
16. ことばの理解の発達に開題があること
17. ことばの表出の発達に開題があること
18.注意しでも勝手なことばかりして指示に従わないこと
19.かんしゃくやイライラするなどの情緒的に不安定な行動をすること
20. 自分の手をかんだり頭をたたいたりする自犠行為をすること
21.他児をたたいたりかんだりする他害行為をすること
22.物を乱暴に扱うなどの物を壊す行為をすること
23.身体を反復的に動かす常間行動をすること
24.全身運動が不器用なこと
25.手先が不器用なこと
26.激しく動き回ることが多いこと
27.座っていても落ち着きがないこと
28.動くことが少ないこと
29.無気力さが自立つこと
30.相手の気持ちを察することが難しいこと
31.食事のときに落ち着いて食べる態度がなかなか身につかないこと
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表2 保育土におけるADHD児の不適応行動の理解度に関する因子分析結果
質調項呂 l因子 2因子 3因子
第l因子同士会性j
2.物を乱暴に扱うなどの物を壊す行為をすること 867 .182 一回257
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31 食事のときに落ち着いて食べる態度がなかなか身につかないこと
19.かんしゃくやイライラするなどの情緒的に不安定な行動をすること
21. 地児をたたいたりかんだりする他害行為をすること
30.相手の気持ちを察することが難しいこと
27.鹿っていても落ち着きがないこと
18.注意しでも勝手なことばかりして指示に従わないこと
26.激しく動き屈ることが多いこと
20 自分の手をかんだり頭をたたいたりする自傷行為をすること
23. 身体を反接的に動かす常用行動をすること
第2因子「生活J
l 食事において食欲がないこと
6.着替えの時間ではないのに服を脱いでしまうこと
8.昼時眠たそうにしていることが多いこと
4. トイレで排濯をすることを嫌がるためにトイレで排世ができないこと
2. 食事においてi腐食が激しいこと
12.登園することに抵抗が強いために圏になかなか入れないこと
28.動くことが少ないこと
29.無気力さが目立つこと
5.服の着脱が身につかないこと
7.夜入眠が遅いこと
3.排i世の自立が身に付かないために失敗が多いこと
24.全身運動が不器用なこと
25.手先が不器用なこと
第3因子「コミュニケーション」
10.地児とかかわることが少ないこと
9. …入選びが多いこと
17. ことばの表出の発達に問題があること
16. ことばの理解の発達に問題があること
11.集団活動の中に入ることができないこと
14.特定の音や物を極端に嫌がるような過敏性があること
13. みたて遊びゃごっこ遊びのようなイメージ遊びが少ないこと
表3 i菜膏士におけるADHD克の不適応行動の理解震に寵する下イ立尺産関相関
社会性
生活
コミュニケーション
材p<.01 
社会性 生活 コミュニケー ション
.56料 .67帥
.62帥
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.826 .006 一.181
.764 一.109 .170 
. 744 .179 . 028 
.688 .031 .094 
.663 -.251 .369 
.643 -.051 目222
.612 一.250 .440 
.603 -.008 .213 
.450 .210 .201 
一.100 .816 -.063 
.090 .757 .079 
.070 .687 -.069 
.253 .669 .326 
.025 .658 .052 
.082 .651 .208 
.123 .636 .166 
.361 .618 .339 
-.006 .567 .242 
.231 .558 .001 
-.191 .554 .385 
.363 .419 .024 
383 .401 .026 
. 038 -. 052 . 824 
-.028 一.077 .822 
. 056 . 124 . 727 
.034 .160 .700 
.209 -.014 .650 
. 032 . 125 . 644 
.106 .310 .421 
平均
2.43 
3.15 
2.56 
標準備差
0.81 
0.75 
0.84 
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第2因子は、「食事において食欲がないことJi着替えの時間ではないのに臨を脱いでしまうことH昼間
眠たそうにしていることが多いことJiトイレで排准をすることを嫌がるためにトイレで排祉ができない
ことJi食事において編食が激しいことjなどであったため、生活上の問題に関する内容と解釈し、「生活j
と名づけた。
第3国子は、「他児とかかわることが少ないことJi一人遊び、が多いことJiことばの表出の発達に問題が
あることJiことばの理解の発達に問題があることJi集団活動の中に入ることができないことJなどであっ
たため、コミュニケーションに障する内容と解釈し、「コミュニケーションJと名づけた。
3関子各々の下位尺度に相当する項目の平均値を算出すると、第l国子「社会性jの下位尺度得点
均2.43、SD0.81)、第2因子「生活」の下位尺度得点(平均3.15、SD0.75)、第3因子「コミュニケーショ
ン」の下位尺毘得点(平均2.56、SD0.84)であった。また、これら3つの下位尺度は互いに有意な正の相
関を示した(表3)。
N.考察
保育所に勤務する保育一土の7割程度がADHD克の保育経験があることを認識していたため、保育士の多
くにADHD児の保育体験があることが示された。また、本調査における質問紙の31項目の平均値(標準舗
差)は、 2.08(0.98)から3.49(1.02)までの間であったため、保育士はAD廷D見の不適応、行動をある程
度理解していると捉えていることが示唆された。
ADHD児の保育経験がある保育士におけるADHD児の不適応行動に対する認識は、因子分析によって
「社会性Ji生活Jiコミュニケーション」の3罰子の構造から成り立っていることが示された。したがって、
これら 3国子は、保育二とがADHD見の不適応行動を把握するための視点として見ることができょう。
ADHD児の多くは、対話や表情の手がかりを意識し解釈すること、集団のなかで状況に応じて適切に行
動すること、および対人的なことばを適切に使用することなどの社会的スキルの発達と獲得に問題を持っ
ている九このため、第 1因子「社会性」は、保育士がADHD児に対して、保育集鴎のなかで適切な行動を
とることができないことを問題視していることを表していると考えられる。
幼児期には、基本的生活習噴の自立が求められる。このため保育所では、集団生活の場で規則正しい生
活のリズム、食事・排j世・更衣等に関する身辺自立、靴をそろえることや片付けること等の社会的マナー
を身につけるための指導が行われている。しかし、 AD狂D克の場合、興味がないものに注意を向けること
ができないことや、課題や活動を順序立てることがしばしば圏難であることも指描されている5)。した
がって、第2因子「生活」は、保育士がADHD児の基本的生活習慣に関する行動に問題があると克ている
ことを表していると蓄えよう。
ADHD児には他の発達障害と同様に、比較的単純な表情や勘定の判断、字句通りの雷諾理解や表現は可
能だが、その場の状況や文脈等の様々な情報を統合して他者の感情状態を推測し、相手の状況を推理しな
がら相互的コミュニケーションを図るといった諾用論的な処理やそのスキルに問題がある6)。これらのこ
とから、他者とコミュニケーションをとることが困難なことが少なくない。このため、第3因子「コミュ
ニケーションjは、保育士がADHD児におけるコミュニケーションをとることの関難さを開題視している
ことを表していると考えられる。
これらのADHD児の不適応行動を捉える 3つの視点は、保育士がADHD児の不適応行動を把握するため
の視点として見ることができょう。さらに、これら 3因子関各々の相関が認められたため、保育士はこれ
らの3つの視点を関連させながらADHD児の不適応行動を把握した上で、不適応、行動に対処するように考
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えていると推察される。
V.結論
保育所でADHD児の保育経験がある保育士は、 ADHD児の不適応、行動をある程度理解していると考えて
いることが示唆された。また、 ADHD児の保育経験がある保育士におけるADHD児の不適応行動に対する
認識は、因子分析により「社会性JI生活JIコミュニケーション」の3因子の構造があることが示された
ため、これら 3悶子は、保育士がADHD児の不適時行動を把握するための視点として見ることができると
考えた。さらに、これら 3顕子間各々の相関が認められたため、保育士はこれらの3つの視点を関連させ
て捉えることで、 ADHD児の不適応、行動に対処するように考えていると推察した。
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